
■
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

愛
本
新
用
水
地
区

（
黒
部
市
・
入
善
町
）

愛
本
新
用
水
は
黒
部
市
宇
奈
月
町

愛
本
新
及
び
入
善
町
舟
見
地
区
の
374

ha
の
農
地
を
潤
し
て
い
る
用
水
路
で

す
。
本
用
水
路
は
昭
和
27
年
に
造
成

さ
れ
ま
し
た
が
、
急
峻
な
地
形
に
設

置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
山
側
斜
面
の

法
面
が
崩
壊
し
水
路
が
閉
塞
さ
れ
る

と
水
路
直
下
の
民
家
等
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
る
危
険
性
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
延
長
780
ｍ
の
用

水
路
の
改
修
、
土
砂
流
入
を
防
止
す

る
た
め
に
水
路
に
蓋
掛
け
を
行
い
、

安
定
し
た
用
水
供
給
及
び
溢
水
防
止

対
策
を
行
い
ま
し
た
。

■
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

黒
谷
地
区
（
魚
津
市
）

本
施
設
は
昭
和
51
年
に
築
造
さ
れ

ま
し
た
が
、
片
貝
川
水
系
河
川
整
備

計
画
策
定
に
よ
り
計
画
洪
水
量
が
見

直
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
洪
水
量
の
見
直
し(

増
加)

さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
護
床
工
の
延
長
不

足
が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
現
況
設

備
の
脆
弱
化
が
あ
り
出
水
時
に
必
要

な
対
応
力
を
有
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
早
期
に
計
画
洪
水
量
に
対
応
し

た
安
全
な
施
設
と
す
る
た
め
、
令
和

３
～
５
年
に
か
け
て
頭
首
工
改
修
工

事(

護
床
工
L
＝
59.3
ｍ)

、
ゲ
ー
ト
設

備
工
事(

巻
上
機
の
更
新
等)

、
電
気

設
備
工
事(

シ
ー
ケ
ン
サ
盤
・
非
常

用
発
電
機
の
更
新)

等
を
実
施
し
ま

し
た
。

こ
の
工
事
に
よ
り
治
水
機
能
を
安

定
さ
せ
国
土
保
全
に
資
す
る
と
と
も

に
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
よ
る

農
業
生
産
の
維
持
及
び
農
業
経
営
の

安
定
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

■
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

美
濃
輪
池
地
区
（
朝
日
町
）

美
濃
輪
池
の
築
造
年
代
は
不
明
で

す
が
、
昭
和
56
年
頃
に
大
改
修
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

堤
体
に
目
立
っ
た
変
形
は
見
ら
れ

な
い
も
の
の
、
下
流
法
尻
に
漏
水
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
耐
震

性
調
査
の
結
果
、
堤
体
は
耐
震
性
が

不
足
し
て
い
た
こ
と
か
ら
令
和
３
年

～
５
年
に
か
け
て
堤
体
改
修
工
事

（
補
強
盛
土
に
よ
る
耐
震
性
向
上
、

遮
水
シ
ー
ト
設
置
に
よ
る
漏
水
防
止
、

洪
水
吐
流
下
能
力
の
確
保
）
、
取
水

施
設
等
製
作
・
据
付
工
事
（
緊
急
放

流
工
の
設
置
）
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
に
よ
り
た
め
池
決
壊
に

よ
る
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

農
業
用
水
源
を
維
持
し
地
域
農
業
の

発
展
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
村
整
備
課
水
利
防
災
班
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
中
堀
で
す
。
現
在
は

先
輩
方
に
現
場
に
同
行
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
り
、
設
計
や
工
事
内
容
等
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
日
々
新

し
い
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

早
く
一
人
前
に
な
っ
て
仕
事
を
任

せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。
そ
し
て
数
年
後
、
自
分
が
し

て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
次
の
新
採
の

方
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
な
職
員
に
な

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
連
日
の
暑

さ
に
う
ん
ざ
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
熱
中
症
対

策
を
徹
底
し
て
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
お
り

ま
す
。
よ
り
一
層
皆
様
と
の
対
話
を

大
切
に
業
務
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す

。
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生
産
者
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
農
業
農
村
の
整
備
並
び
に

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
推
進
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
農
業
農
村
を
巡
っ
て
は
、

米
の
消
費
量
の
減
退
や
産
地
間
競
争

の
激
化
、
燃
油
、
農
業
生
産
資
材
の

高
騰
な
ど
、
多
く
の
問
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
者
の
高
齢

化
の
進
展
に
よ
り
、
今
後
、
農
業
就

業
人
口
の
急
激
な
減
少
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
て
、
ほ

場
の
大
区
画
化
・
汎
用
化
や
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
の
導
入
を
可
能
に
す
る

基
盤
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
担

い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、

高
収
益
園
芸
作
物
の
導
入
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
で
安
心
な
地

域
づ
く
り
に
向
け
て
、
決
壊
時
に
人

的
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
防
災
重
点
農

業
用
た
め
池
の
防
災
工
事
の
計
画
的

な
実
施
や
、
農
業
用
水
路
へ
の
転
落

事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
一
斉
点
検

活
動
、
転
落
防
止
柵
の
設
置
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
山
間
地
域
農
業
農
村

総
合
整
備
事
業
を
活
用
し
た
用
排
水

路
・
農
道
の
整
備
や
害
獣
侵
入
防
止

施
設
の
設
置
に
よ
る
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
の
実
施
、
高
齢
化
・
人
口
減
少

の
進
行
に
よ
り
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
の
維

持
・
強
化
を
図
る
農
村
型
地
域
運
営

組
織
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
の
立
ち
上
げ
・

定
着
を
支
援
し
、
中
山
間
地
域
の
活

性
化
と
住
み
良
く
豊
か
な
農
村
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
職
員
一
同
、
「
競

争
力
の
高
い
農
業
」
と
「
豊
か
で
美

し
い
農
村
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

「
生
産
基
盤
の
整
備
」
や
「
生
産
技

術
の
普
及
指
導
」
な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
指
導
、

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
３
月
、
黒
部
市
の
中
山

間
地
域
（
中
山
、
本
野
、
石
田
野
、

枕
野
、
宮
沢
、
前
山
）
約
135
ha
を
対

象
エ
リ
ア
と
し
て
、
地
区
内
の
２
つ

の
営
農
組
織
が
中
心
と
な
り
、
最
適

土
地
利
用
総
合
対
策
（
国
交
付
金
）

に
よ
る
取
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
対
策
は
、
営
農
条
件
が
厳
し

い
中
山
間
地
域
の
複
数
の
集
落
を
対

象
に
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
農
用

地
保
全
の
た
め
の
多
様
な
取
組
を
支

援
す
る
も
の
で
、
事
業
開
始
後
３
年

以
内
に
地
域
の
土
地
利
用
構
想
図
を

作
成
し
、
守
る
べ
き
農
地
、
粗
放
的

な
利
用
を
行
う
農
地
、
非
農
地
化

（
計
画
的
な
植
林
な
ど
）
に
分
類
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
競
争
力
の
高
い
農
業
」
と
「
豊
か
で
美
し
い
農
村
」
の

実
現
に
向
け
て

所
長

島
辺

清
志
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令
和
６
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
県

営
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
引
き
続
き
、

地
元
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
農
地
整
備
事
業

長
引
野
西
部
地
区
（
魚
津
市
）

昭
和
38
年
か
ら
43
年
に
か
け
て
団

体
営
ほ
場
整
備
事
業
に
よ
り
整
備
さ

れ
た
地
区
に
お
い
て
区
画
整
理
を
行

い
ま
す
。

担
い
手
に
農
地
の
集
積
・
集
約
化

を
図
る
と
と
も
に
、
高
収
益
作
物

（
「
さ
つ
ま
い
も
」
「
ユ
リ
」
「
シ
ャ

ク
ヤ
ク
」
）
に
よ
り
地
区
内
の
収
益

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
農
地
整
備
事
業

泊
東
部
南
地
区
（
朝
日
町
）

過
去
に
、
ほ
場
整
備
が
実
施
さ
れ

て
な
い
エ
リ
ア
に
お
い
て
区
画
整
理

を
行
い
ま
す
。

担
い
手
に
農
地
の
集
積
・
集
約
化

を
図
る
と
と
も
に
、
高
収
益
作
物

（
「
さ
と
い
も
」
「
に
ん
じ
ん
」
）

に
よ
り
地
区
内
の
収
益
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

■
中
山
間
総
合
整
備
事
業

に
い
か
わ
広
域
２
期
地
区

（
魚
津
市
・
黒
部
市
）

魚
津
市
及
び
黒
部
市
の
中
山
間
地

域
に
お
い
て
、
用
排
水
路
や
農
道
な

ど
の
農
業
生
産
基
盤
を
整
備
し
、
中

山
間
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
営
農

を
確
立
し
、
活
力
あ
る
農
村
地
域
の

創
出
を
図
り
ま
す
。

■
農
地
整
備
事
業

前
沢
西
部
地
区
（
黒
部
市
）

本
地
区
は
、
昭
和
初
期
か
ら
40
年

代
に
か
け
て
、
耕
地
整
理
事
業
等
で

10
～
20
ａ
区
画
に
整
理
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
区
画
が
狭
小
で
あ
り
、

農
道
の
幅
員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
大
型
機
械
が
利
用
で
き

ず
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
の
妨
げ

と
な

っ
て

い
ま

し
た
。

こ

の
た

め
、

区
画

拡
大

を
行

い
、

優
良

農
地

の
確

保
と

と
も

に
、

農
業

の
生

産
性

の
向

上
と

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
図
り
ま
し

た
。

■
農
業
水
利
施
設
保
全
合
理
化
事
業

笠
破
地
区
（
魚
津
市
・
黒
部
市
）

笠
破
頭
首
工
は
、
黒
部
市
笠
破
に

位
置
し
、
二
級
河
川
布
施
川
よ
り
取

水
し
、
328
ha
の
農
地
を
潤
し
て
い
る

頭
首
工
で
す
。
築
造
か
ら
28
年
が
経

過
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
摩

耗
や
損
傷
が
著
し
く
、
土
砂
吐
工
の

下
流
部
で
は
、
摩
耗
に
よ
り
鉄
筋
が

露
出
し
、
構
造
が
不
安
定
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
水
門
施
設
等
も

経
年
劣
化
に
よ
り
、
止
水
性
の
低
下

が
見
ら
れ
、
水
管
理
に
支
障
が
生
じ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
地
区
（
令
和

３
～
５
年
）
に
お
い
て
、
土
砂
吐
工

や
導
水
路
の
補
修
、
水
門
の
修
繕
を

行
い
、
安
定
的
な
農
業
用
水
の
供
給

と
維
持
管
理
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
持
続
的
に
農

用
地
を
保
全
す
る
た
め
の
実
証
に
関

す
る
取
組
や
省
力
化
機
械
の
導
入
な

ど
が
あ
り
、
事
業
期
間
は
最
大
５
年

間
で
す
。

こ
の
地
域
の
具
体
的
な
取
組
と
し

て
、
昨
年
度
は
不
作
付
農
地
約
8.4
ha

で
緑
肥
ヒ
マ
ワ
リ
を
中
心
に
切
花
ヒ

マ
ワ
リ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
サ
ツ
マ

イ
モ
な
ど
の
実
証
栽
培
を
行
い
ま
し

た
。
水
捌
け
な
ど
の
土
壌
条
件
や
気

象
条
件
（
大
雨
、
干
ば
つ
）
な
ど
に

よ
り
、
生
育
や
収
量
の
違
い
が
み
ら

れ
、
農
用
地
の
保
全
を
続
け
る
に
は
、

技
術
的
な
対
策
や
作
物
毎
に
適
切
な

品
種
選
定
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と

わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
契
機
に
農
業
関
係
者

が
将
来
に
渡
っ
て
こ
の
地
域
の
農
用

地
を
活
用
し
続
け
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

今
春
か
ら
、
新
川
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
管
内
で
も
い
よ
い
よ
農
地
中
間

管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
の
地

区
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
採
択
さ
れ
た
の
は
、
魚
津

市
の
「
長
引
野
西
部
地
区
」
、
及
び

朝
日
町
の
「
泊
東
部
南
地
区
」
の
２

地
区
で
す
。

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整

備
事
業
（
機
構
関
連
事
業
）
は
、
機

構
が
借
り
入
れ
て
い
る
農
地
等
で
、

農
地
の
大
区
画
化
等
の
基
盤
整
備
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機
構
に
よ

る
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
を
加
速
化
し
、
豊
か
で
競
争
力
あ

る
農
業
を
目
指
す
た
め
の
事
業
で
す
。

事
業
の
採
択
に
あ
た
っ
て
は
、
対

象
と
な
る
す
べ
て
の
農
地
を
、
機
構

を
通
じ
て
担
い
手
に
一
定
期
間
以
上

預
け
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
競
争
力

あ
る
農
業
を
目
指
す
た
め
の
高
収
益

作
物
の
拡
大
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
る
な
ど
、
一
定
の
ハ
ー
ド
ル
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
分
、
地
元
の
皆
様

に
と
っ
て
は
農
業
者
の
費
用
負
担
を

求
め
な
い
基
盤
整
備
が
で
き
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

県
で
も
積
極
的
・
優
先
的
に
導
入

を
推
進
し
て
い
る
事
業
で
す
の
で
、

実
施
を
希
望
さ
れ
る
地
区
の
営
農
計

画
の
実
現
に
向
け
て
、
計
画
段
階
か

ら
事
業
完
了
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

ま
で
、
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
農
業
用
水
路
で
発
生

し
た
転
落
死
亡
事
故
が
平
成
26
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
の
10
年
間
に
176
件

発
生
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
つ

い
て
は
、
10
件
（
新
川
管
内
は
３
件
）

の
転
落
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

多
発
す
る
転
落
事
故
の
防
止
と
安

全
対
策
推
進
の
た
め
、
行
政
や
関
係

団
体
、
地
域
組
織
な
ど
が
連
携
し
て

啓
発
チ
ラ
シ
の
作
成
や
市
町
広
報
誌

へ
の
掲
載
な
ど
の
広
報
・
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
地
域
の
危
険
箇

所
の
把
握
お
よ
び
実
情
に
応
じ
た
対

策
を
検
討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、

県
内
で
20
箇
所
（
新
川
管
内
は
５
箇

所
）
で
開
催
し
、
危
険
箇
所
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
に

つ
い
て
も
、
同
数
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
転
落
事
故
防
止
に
向
け
て
市

町
や
土
地
改
良
区
な
ど
関
係
機
関
職

員
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
事
故

件
数
の
う
ち
、

約
９
割
が
65

歳

以

上

の

高

齢
者
の
た
め
、

令

和

４

年

度

か
ら
高
齢
者
向

け

に

特

化

し

た

講

演

会

も

開

催

し

て

い

ま

す

。

今

年

度

は

転

落

死

亡

事

故

が

多

発
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
故
防
止
に

向
け
た
高
齢
者
等
へ
の
呼
び
か
け
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新川水土里たより 第24号 令和６年７月９日（火） （２）

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

（３） 新川水土里たより 第24号 令和６年７月９日（火）

総事業費：1,070百万円

事業内容：区画整理工 2５.3ha

工 期：R6～Ｒ1２

担 当：農地整備第二班

高齢者向けに特化した講演会

(滑川市西地区コミュニティホール)

ワークショップ

（魚津市青島）

総事業費：８００百万円

事業内容：用排水路工 ７,240m

農道整備工 ２０0m

工 期：R６～Ｒ1１

担 当：農地整備第二班

総事業費：４５０百万円

事業内容：区画整理工 ９.2ha

工 期：R6～Ｒ10

担 当：農地整備第二班

整備前

整備後

整備後

長引野西部地区

用水路の破損状況

現状の区画

未整備の土水路

用水路の破損状況


